
　　　平成21年11月29日（日）厚生会館に

　　おいて“くらし・健康・はばたきフェスタ

　　2009”が開催されました。

　　　　福知山市ボランティアセンターの

　　　“体験コーナー”にも多くの方が来

　　　場され、“手話サークルこづち”の

　　　皆さんにご協力いただき、50名余り

　　　の市民の皆さんに手話体験をしてい

　　　ただきました。
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＊＊体験☆ボランティアブース＊

エコ美遊の
皆さん

いずみ会の
皆さん

当日、会場で活躍されたボランティアさんたち

指文字覚えたい！

手話、すこしなら
知っています。
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　平成21年12月5日（土）ボランティアセンター代表者会議を開催しました。今回の

会議では、福知山ボランティア連絡協議会とも連携を取り、同日開催としました。

　内容は、ボランティア連絡協議会からは、3月に開催される交流会の内容について提案され、ボラン

ティアセンターからは、ボランティア活動の助成金について京都府社会福祉協議会から説明をしていた

だきました。年間どのような助成金があるのか、また、どのような内容・書き方をすれば助成を受けや

すいのかなど、事例を紹介していただきながら学習しました。

ボランティアセンター代表者会議

年間をとおして、様々な助成金が
あります。ご質問等、ボランティ
ア担当者へご相談ください。

　いろいろな助成金があるんやなぁ

ボランティア連絡協議会代表者会議では、
各グループの活動報告をされました。

事例をあげて分かりやす
く説明していただき、助
成金についてグループで
相談して申請したいと思
いました。

年間の助成金の時期が
書いてある資料をいた
だいて、いつの時期に
申請すればよいのかよ
くわかりました。
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　“助成金の書き方講座”の中で、説明のありました“コツ”を　　紹介します。

～審査員が注目するポイント～

①先駆性

　・他に取り組んでいない活動であるか？ 　

　・新たな活動であるか？ ④発展性

　・活動が拡大していくか？

②実現の可能性

　・これまでの活動の成果は？ ⑤必要性

　・活動者（スタッフ・会員）がいるか？ 　・助成金が必要かどうか？

　・1年で終えられるのか？ 　⇒繰越金が多い団体は“難”

　・やる気はあるのか？

⑥緊急性

③継続性 　・今すぐ必要な活動なのか？

　・助成金は1年単位

　・助成がなくなっても継続した活動ができるか？

～申請書作成のポイント～

①文章の構成・構造

②平易な文章で書く・・・小学生でもわかる文章ならOK！

③箇条書き（課題・効果なども）

④キーワードをちりばめておく・・・助成金の趣旨に合致しているキーワードを！

⑤数字・グラフで表す

⑥指定された資料を添付する・・・資料を添付しないで申請する場合があるので注意！

⇒添付資料を絞り込む。自分たちの団体が作成したチラシ、たより以外で活動紹介され

たもの（新聞記事・社協の情報誌など）が有効。

⑦申請書に不備は禁物

〈よくあるミス〉

・申請金額が合わない。

・事業計画の根拠と合わない。

・指定されている資料が添付されていない。または、必要ないのに添付されている。

・文字数が限定されているのに、守られていない。

・・・などなど

　“コツ”は、申請書の中に
自分たちの活動紹介・効果を
入れられるかどうかがポイン
ト！！

ボランティア
活動助成金
申請の“コツ”

ちょこっと
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　平成22年1月22日（金）南丹市八木町ボランティア連絡協議会視察研修が総合福祉会館３４・３５号室

において開催されました。今回の視察では、福知山市・南丹市でどのようなボランティア活動に取り組まれ

ているのか、それぞれの活動内容について報告をしました。

　南丹市も合併した地域であり、合併後、福知山全市でどのように活動されているのかについて関心が集

まり、短い時間でしたが意見交流しました。 　

　

南丹市八木町ボランティア連絡協議会視察研修

　南丹市八木町ボランティア連絡協議会は、
平成10年3月7日、グループの横のつながり
を深めることを目的に発足しました。
　八木町ボランティア連絡協議会の活動とし
ては、定例会は年6回、ボランティア交流会
は年1回、たよりは年1回発行しています。

　参加グループそれ
ぞれの活動について
報告しました。

　合併時、同じ活動をされてい
たグループは、合併後は活動を
どのようにされていますか？

　活動内容を調整して、重なら
ないようにしています。
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　　平成21年11月13日（金）京都府立工業高校の2年生の授業で、

　車いす・アイマスクの体験をしました。

　

　　　平成21年11月24日（火）昭和小学校の4年生の授業で、車椅子の体験をしました。

　　

　“データ作成（打ち込み）をしていただける方はいらっしゃいませんか？”

　視覚障がいの方からの依頼です。

　資料をパソコン（ワードなど）入力のご協力をしてくださる方を募集しています。

　ご協力いただける方がいらっしゃいましたら、ボランティアセンター（℡：23-3573）まで

ご連絡ください。

求む！ボランティア！！

育っています！ボランティアの芽

その１

その２

　車いすはただ押せばい
いと思っていたけど、相
手のことを思いやり、押
すのは思ったより大変な
んだなと思いました。

　今日はよく知っている友達
だったけど、見知らぬ人に援
助をするとなると、とても大
変だなと思いました。

　もし困っている人がいた
ら押してあげれたらいいと
思います。

　めったにできない体験が
できて良かったです。

　車いすを動かしたりする
のがすこし怖かったです。

　体験学習を希望される場合は、
事前にお問い合わせください。
ご希望に応じて出張いたします。
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　平成22年度のボランティア登録説明会を下記の日程で開催します。

　市内4か所で開催しますので、参加希望される本所・各支所までご連絡いただき、ご出席いた

だきますようよろしくお願いします。

　今回は、保険料の補助・ボランティア活動への助成金について大切なお知らせがありますので、

たくさんの皆さんのご参加をお待ちしております。

　また、今後のボランティアセンターの取り組みについてもお話しさせていただきたいと考えて

おります。

　１　日時・場所

日時：平成22年3月16日（火）　午前9時30分～午前11時　

場所：三和支所：東部保健福祉センター

連絡先：TEL:58-3713  FAX:58-3732  【担当：大槻】

日時：平成22年3月17日（水）午後1時30分～午後3時

場所：大江支所：舟越会館

連絡先：TEL:56-0224  FAX:56-1654  【担当：松田】

日時：平成22年3月18日（木）午後1時30分～午後3時

場所：夜久野支所：ふれあいの里福祉センター

連絡先：'TEL:38-9000  FAX:38-9012 【担当：藤本】

日時：平成22年3月19日（金）午後1時30分～午後3時

場所：本所：総合福祉会館34・35号室

連絡先：TEL:23-3573  FAX:24-5282 【担当：波多野】  

　２　内容

①平成21年度の活動報告について

②平成22年度ボランティア登録について

③ボランティア保険について

④助成金について

⑤その他

　

　

＊＊＊福知山市社会福祉協議会＊＊＊

本所：〒620-0035　内記10-18 三和支所：〒620-1442　三和町千束375

総合福祉会館内　 東部保健福祉センター内　

TEL:23-3573  FAX:24-5282 【担当：波多野】  TEL:58-3713  FAX:58-3732  【担当：大槻】

夜久野支所：〒629-1322　夜久野町平野1030 大江支所：〒620-0305　大江町波美235

ふれあいの里福祉センター内 老人福祉センター舟越会館内

TEL:38-9000  FAX:38-9012 【担当：藤本】 TEL:56-0224  FAX:56-1654  【担当：松田】

＊＊＊平成22年度　ボランティア登録説明会＊＊＊

　＊＊編集後記＊＊
　今年度、初めて“ミニボランティア懇談会”に取り組み、それぞれの活
動について交流していただきました。また、“何の資格もないのですが、
何かボランティア活動をしたいと思っています。自分に何ができるか分か
らないけど登録します。”という新規のボランティア登録の多い１年でし
た。
　平成22年度は・・・広くボランティア活動に関心のある方にむけた講座
を考えていますので、お楽しみに！！
　“ボランティア”について、質問や疑問がある場合は、本所・支所のボ
ランティア担当者まで、お気軽にご連絡ください。

＊＊お知らせ＊

参加できるところへ
お電話を！！！
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